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2河内町議会だより

議案第　１　号 河内町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の
制定について	 【可決】

茨城県からの権限移譲に伴い、河内町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基
準等を定める条例について制定するもの

議案第　２　号 河内町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について	 【可決】

平成29年の人事院勧告を踏まえ、関係法律等が成立したことに伴い、河内町職員の給与に関す
る条例等の一部を改正するもの

議案第　３　号

河内町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例及び地方教育行政の組織及
び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例附則第
３号の規定により、なおその効力を有するものとされる旧河内町教育委員会教育長の給与、勤
務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について	 【可決】

平成29年の人事院勧告を踏まえ、一般職の給与改定に準じ、特別職及び教育長の給与を改定す
るもの。また、かわち学園の開校に伴い、非常勤特別職の設置及び廃止を行うもの

議案第　４　号 河内町学校給食実施に関する条例の一部を改正する条例について	 【可決】

平成30年４月のかわち学園の開校に伴い、学校給食の実施方法が変更となるため、条例の一部
を改正するもの

議案第　５　号 河内町在宅心身障害児福祉手当支給条例の一部を改正する条例について	 【可決】

河内町在宅心身障害児福祉手当支給条例について、手当の支給基準を追記するため、条例の一
部を改正するもの

議案第　６　号 河内町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について	 【可決】

高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い、河内町後期高齢者医療に関する条例の
一部を改正するもの

議案第　７　号 河内町介護保険条例の一部を改正する条例について	 【可決】

河内町介護保険事業計画の見直しに伴い、円滑な保険給付を図るため、保険料を改めるもの

◆ 議案の内容と結果 ◆

　３月８日から３月16日までの９日間の会期で開かれた定例会において、提出された条例改正
等10件、補正予算・新年度予算・人事案件１件について、審議されました。
　また、８日・９日の２日間にわたり予算審査特別委員会が開かれ、平成30年度予算に関し慎
重に審議されました。
　その結果についてお知らせします。

平成 30 年

第 １ 回 河 内 町 議 会 定 例 会
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人
事
案
件

議案第　８　号
河内町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
	 【可決】

介護保険法施行規則の一部を改正する省令が公布され、介護予防支援等に係る人員、設備、運
営等を定める省令が改正されたことに伴い、条例の一部を改正するもの

議案第　９　号 平成29年度河内町一般会計補正予算（第６号）	 【可決】

歳入歳出予算の総額から170,205千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ4,411,251千
円とするもの

議案第10号 平成29年度河内町介護保険特別会計補正予算（第３号）	 【可決】

歳入歳出予算の総額から38,471千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ1,042,512千円
とするもの

議案第11号 平成29年度河内町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）	 【可決】

歳入歳出予算の総額に8,740千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ102,768千円とす
るもの

議案第12号 平成29年度河内町下水道事業特別会計補正予算（第４号）	 【可決】

歳入歳出予算の総額に961千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ318,669千円とする
もの

議案第13号 平成29年度河内町水道事業会計補正予算（第１号）	 【可決】

収益的収支の総額から210千円を減額し、収益的収支の総額をそれぞれ259,656千円とするもの

議案第21号 町道3078号線小中一貫校通学路整備工事（第１工区）請負変更契約について	 【可決】

平成29年８月１日議決議案第２号町道3078号線小中一貫校通学路整備工事（第１工区）請負
契約について、設計変更により変更契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

議案第22号 河内町特別職の給与の減額に関する条例の制定について	 【可決】

本年４月に支給される町長の給料の額、同じく４月及び５月に支給される副町長の給料の額
を10パーセント減額するため、本条例を制定するもの

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
あ

た
り
、
次
の
者
を
適
任
と
し

ま
し
た
。

　
河
内
町
源
清
田

１
９
４
９
番
地

　
　

篠 

崎　
陽 

子 

氏
（
新
任
）

【
任
期
】

　
法
務
大
臣
委
嘱
日
よ
り

　
３
年
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以
上
、
７
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
８
日
、

９
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
全
委
員
出
席
の
も

と
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
課
長
の
出
席

を
求
め
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

異
議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

尚
、
審
議
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

長
を
除
く
全
議
員
が
当
委
員
会
の
委
員
で
あ

り
ま
す
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

以
上
が
審
査
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
当

局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
審
査
の
過
程
で
委

員
各
位
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
質
疑
、
意
見
等

に
つ
い
て
十
分
に
意
を
用
い
ら
れ
事
務
の
執

行
に
当
た
ら
れ
る
よ
う
申
し
上
げ
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
３
月
16
日

　
　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長

　
大
野　
佳
美

議案第 14 号 平成 30 年度河内町一般会計予算
議案第 15 号 平成 30 年度河内町国民健康保険特別会計予算
議案第 16 号 平成 30 年度河内町介護保険特別会計予算
議案第 17 号 平成 30 年度河内町介護サービス事業特別会計予算
議案第 18 号 平成 30 年度河内町後期高齢者医療特別会計予算
議案第 19 号 平成 30 年度河内町下水道事業特別会計予算
議案第 20 号 平成 30 年度河内町水道事業会計予算

　

平
成
30
年
第
１
回
河
内
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会 

審
査
報
告

平
成
30
年
度
予
算
を
可
決

会　計　名 30 年度予算額 前年度増減率（％）

一 般 会 計 43 億 4,494 万円 5.5

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 12 億 8,365 万円 －16.9

介 護 保 険 10 億 4,927 万円 0.1

介護サービス事業 898 万円 1.3

後期高齢者医療 1億 802 万円 15.5

下 水 道 事 業 3億 1,667 万円 5.9

水道事業会計

収 益 的 収 入 2億 5,461 万円 －2.0

収 益 的 支 出 2億 5,461 万円 －2.0

資 本 的 収 入 ０円 －100.0

資 本 的 支 出 5,642 万円 －23.8
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胃
が
ん
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
町
と
し
て
、
胃
が
ん
予
防
検
診

と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
検
査
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
乳
幼
児
は
食
べ

物
の
口
移
し
に
よ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、
注
意
喚
起
を
し

て
は
ど
う
か
。

　

将
来
の
胃
が
ん
予
防
の
た
め
、
中
学

生
を
対
象
に
し
た
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査

除
菌
に
乗
り
出
す
自
治
体
が
増
え
て
お

り
、
町
で
も
、
学
校
検
尿
を
使
用
し
た

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
除
菌
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長
　
県
内
で
牛
久
市
と
鹿
嶋
市
が

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施
、
来
年
度
か
ら
石

岡
市
と
龍
ケ
崎
市
が
実
施
予
定
。
町
と
し

て
は
、
健
診
を
委
託
し
て
い
る
茨
城
県
総

合
健
診
協
会
か
ら
、
特
定
健
診
時
の
血
液

検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
が
で
き
る
と
確

認
し
て
お
り
、
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
導
入
す
る
場
合
、
胃
が
ん
に
な
り
や

す
い
状
態
か
を
調
べ
る
萎
縮
性
胃
炎
の
検

査
も
セ
ッ
ト
で
同
時
に
行
い
、
検
査
料
２
，

７
０
０
円
と
な
る
。

　
ピ
ロ
リ
菌
感
染
予
防
に
つ
い
て
は
、
３

月
２
日
の
高
齢
者
講
演
会
で
、
ピ
ロ
リ
菌
、

虫
歯
菌
の
感
染
予
防
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

保
健
師
に
説
明
さ
せ
た
。
今
後
も
検
診
時

な
ど
に
チ
ラ
シ
の
配
布
や
広
報
等
を
行

い
、
感
染
予
防
の
注
意
喚
起
を
し
て
い
き

た
い
。

教
育
長　
学
校
で
は
、
学
校
保
健
安
全
法

施
行
規
則
に
基
づ
き
、
例
年
、
健
診
を
実

施
。
尿
検
査
は
腎
臓
病
を
早
期
発
見
す
る

目
的
で
実
施
し
て
い
る
が
、
ピ
ロ
リ
菌
検

査
は
入
っ
て
い
な
い
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

含
め
た
場
合
、
税
込
み
２
，
１
６
０
円
追

加
さ
れ
、
も
し
陽
性
で
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
場
合
、
第
２
次
抗
体
検
査
を
行
い
、
薬

で
の
除
菌
に
な
る
が
、
除
菌
す
る
に
は

４
万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
保

護
者
へ
の
対
処
を
ど
う
す
る
か
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
、
法
律
ま
た
は
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町
長　
胃
が
ん
に
限
ら
ず
、
健
康
と
い
う

も
の
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
い
。
町
民
の
健
康
に
関
し

て
、
公
的
な
検
査
、
健
康
診
断
以
外
に
お

い
て
も
リ
ス
ク
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
情
報
を
収
集
、
財
政
措
置
も
精
査

し
、
適
切
に
検
査
等
を
補
助
す
る
か
を
検

討
し
て
い
く
。

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

議
員　

町
内
に
病
院
、
大
き
な
ス
ー

パ
ー
も
な
い
た
め
、
町
に
住
み
た
く
て

も
出
て
い
く
方
も
今
以
上
に
増
え
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
連
携
を
と
り
、
時
刻
に
合
わ
せ
て

バ
ス
停
ま
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
町
で
は
、
高
齢
者
等
の
交
通

弱
者
の
医
療
機
関
等
へ
の
移
動
手
段
支
援

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
一
部
の

便
で
龍
ケ
崎
済
生
会
病
院
へ
の
運
行
ル
ー

ト
の
延
長
、
時
刻
表
の
改
正
案
が
龍
ケ
崎

市
及
び
町
の
公
共
交
通
会
議
で
承
認
さ
れ

た
の
で
、
今
後
、
国
土
交
通
省
茨
城
運
輸

支
局
へ
の
運
行
計
画
変
更
の
認
可
申
請
を

行
い
、
認
可
後
に
運
行
延
長
が
実
現
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
医
療
機
関
の
受
診
、
病

院
周
辺
の
商
業
施
設
等
を
利
用
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
、
交
通
弱
者
等
の
買
い
物

支
援
と
し
て
も
期
待
し
て
い
る
。

一
般
質
問

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
２
名
の
議
員
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
要
旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

星野 初英
 議員
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福
祉
課
長
　
予
算
に
計
上
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
は
、
試
験
的
な
運
行
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
に
一
定
の
助
成
を

行
う
も
の
で
、
金
江
津
タ
ク
シ
ー
に
業
務

を
お
願
い
し
、
金
江
津
地
区
で
基
本
70
歳

以
上
の
方
が
利
用
で
き
る
。
現
時
点
で
、

助
成
額
５
０
０
円
、
運
行
日
は
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
、
運
行
時
間
は
午
前
８
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
利
用
す
る
前
日
ま
で
に

タ
ク
シ
ー
会
社
に
申
し
込
む
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
検
討
中
。

企
画
財
政
課
長　
地
域
公
共
交
通
網
の
再

整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
住
民
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
龍
ケ
崎
済
生
会
病
院
ま
で
の
運
行

延
長
が
来
年
度
よ
り
可
能
と
な
る
見
込
み

で
あ
り
、
病
院
周
辺
に
は
商
業
施
設
等
も

隣
接
し
て
お
り
、
買
い
物
目
的
の
方
の
利

活
用
も
見
込
め
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

金
江
津
地
区
で
試
験
的
に
行
う
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
費
を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
効
果
検
証
を
も
と
に
、
実

情
に
合
っ
た
地
域
公
共
交
通
網
の
検
証
を

国
、
県
等
の
交
付
金
の
活
用
も
含
め
て
、

関
係
各
課
と
連
携
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員　
公
共
施
設
を
バ
ス
停
の
一
部
に

入
れ
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で

き
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。
住
民
の

方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

町
長　
交
通
弱
者
の
問
題
は
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
。
タ
ク
シ
ー
助
成

事
業
を
試
験
的
に
導
入
し
て
み
る
が
、
う

ま
く
連
携
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

諸岡 周示
 議員

防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て

議
員　

自
主
防
災
組
織
は
今
の
と
こ
ろ

休
眠
状
態
だ
が
、
町
に
は
幾
つ
あ
る
の

か
。

総
務
課
長　
町
の
自
主
防
災
組
織
は
行
政

区
単
位
で
の
組
織
で
あ
り
、
町
地
域
防
災

計
画
で
は
、
平
成
６
年
に
源
清
田
の
提
地

区
の
結
成
を
は
じ
め
、
平
成
12
年
度
に
遠

下
地
区
等
６
組
織
、
平
成
13
年
度
に
角
崎

町
歩
地
区
等
15
地
区
、
平
成
16
年
度
に
浄

玄
地
区
等
８
地
区
、
現
在
30
組
織
。
地
区

別
の
内
訳
は
、生
板
地
区
８
組
織
、源
清
田

地
区
11
組
織
、長
竿
地
区
８
組
織
、金
江
津

地
区
３
組
織
。
町
の
消
防
団
等
の
協
力
に

よ
り
、区
長
等
に
働
き
か
け
、県
の
補
助
金

等
も
活
用
し
、
自
主
防
災
組
織
設
立
の
推

進
を
図
っ
た
。

議
員　
本
来
、自
助
と
い
う
観
点
か
ら
、

自
分
た
ち
の
身
は
自
分
で
守
る
、
地
域

ま
た
は
地
区
、
行
政
区
の
顔
の
見
え
る

環
境
を
よ
り
密
接
に
す
る
後
押
し
を
行

政
側
で
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
地
区

に
自
主
防
災
組
織
の
意
義
、
存
在
や
活

動
の
事
例
な
ど
、
も
う
一
度
広
め
て
ほ

し
い
。

総
務
課
長
　
平
成
29
年
５
月
の
区
長
会
議

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改
め
て
配
付
し
、
自

主
防
災
組
織
の
制
度
に
対
す
る
説
明
を
行

い
、
町
の
自
主
防
災
組
織
設
置
要
綱
も
制

定
し
、具
体
的
な
活
動
内
容
等
を
規
定
、自

主
防
災
組
織
の
新
規
の
設
立
や
組
織
の
再

編
時
等
に
活
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
で
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る
防
災
士
の
資
格
取
得
の

補
助
金
を
予
算
化
し
、
資
格
取
得
者
が
教

育
訓
練
等
に
お
い
て
指
導
的
な
役
割
を
担

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
今
後
も
、
区

長
を
初
め
と
し
た
地
域
の
方
々
、
消
防
団

の
防
災
士
資
格
取
得
者
等
の
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
、
民
生
委
員
や
関
係
機
関
等
と

も
連
携
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防
災

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
自
主
防
災
組

織
の
対
応
能
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、地
域
の
防
災
力
で
あ
る
自
助
、共
助
の
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表
者
を
招
き
、
今
後
の
河
内
町
の
防
災
、

減
災
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
話
し
合
い
を

し
、情
報
を
流
す
だ
け
で
は
な
く
、防
災
の

専
門
家
も
含
め
て
、
河
内
町
の
今
後
の
防

災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
っ
か
り
と
進
め

て
い
き
た
い
。

か
わ
ち
直
販
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

議
員　
２
月
に
一
審
の
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
た
が
、詳
細
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

経
済
課
長　
か
わ
ち
直
販
セ
ン
タ
ー
の
明

け
渡
し
等
の
訴
訟
に
係
る
判
決
に
つ
い
て
、

本
年
２
月
５
日
、こ
れ
ま
で
の
審
理
が
終
結

し
、
町
が
裁
判
で
求
め
て
い
た
主
張
を
認

め
る
判
決
が
あ
っ
た
。
１
、株
式
会
社
ふ
る

意
識
を
高
め
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
形
成
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
町
内
に
避
難
場
所
の
指
定
は
幾

つ
あ
る
の
か
。
そ
の
指
定
場
所
を
区
長

会
な
ど
で
備
蓄
や
位
置
も
含
め
、
説
明

し
た
ら
ど
う
か
。

　

特
に
水
害
で
、
利
根
川
の
想
定
浸
水

区
域
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
、
公

的
な
施
設
や
避
難
場
所
な
ど
を
明
示
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

町
地
域
防
災
計
画
で
は
現

在
、
21
カ
所
の
避
難
場
所
、
避
難
所
を
指

定
。
生
板
地
区
６
カ
所
、
源
清
田
地
区
３

カ
所
、長
竿
地
区
６
カ
所
、金
江
津
地
区
６

カ
所
。
水
害
や
震
災
等
の
対
象
災
害
に
対

し
、
ど
の
施
設
が
利
用
可
能
で
あ
る
か
を

示
し
て
い
る
。
区
長
会
等
で
自
主
防
災
組

織
の
説
明
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
説
明
し
て

い
き
た
い
。

　
町
は
今
年
１
月
に
東
京
電
力
の
グ
ル
ー

プ
会
社
の
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
株

式
会
社
と
地
域
貢
献
型
電
柱
広
告
に
関
す

る
協
定
を
締
結
。
地
域
貢
献
型
電
柱
広
告

は
、
地
域
に
密
着
し
た
地
元
企
業
等
が
広

告
主
と
な
り
、
広
告
の
一
部
を
公
共
的
な

表
示
と
し
て
提
供
す
る
電
柱
広
告
で
あ

る
。
町
は
こ
の
地
域
貢
献
型
電
柱
広
告
を

活
用
し
、
防
災
や
防
犯
等
に
関
す
る
情
報

提
供
や
浸
水
想
定
水
位
を
町
民
に
わ
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
公
共
施
設
等
へ
の
浸
水

想
定
水
位
の
表
示
方
法
等
に
つ
い
て
は
先

行
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

議
員　
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
に
基
づ
き
、
協
定
市
町
村
に
よ
る
避

難
の
受
け
入
れ
施
設
や
避
難
方
法
の
協

議
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

総
務
課
長
　
こ
の
協
定
で
は
、
い
ず
れ
か

の
協
定
市
町
村
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
被
災
し
た
市
町
村
に
対
す
る

応
急
対
策
及
び
復
旧
対
策
に
つ
い
て
相
互

に
応
援
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
、
協
定
市
町
村
の
防
災
担

当
課
に
お
い
て
、
広
域
避
難
計
画
案
の
作

成
に
向
け
て
、
避
難
の
受
け
入
れ
先
や
地

区
別
の
避
難
人
数
等
の
内
容
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
。

町
長　
や
は
り
備
え
が
な
け
れ
ば
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
災
害
が
甚
大
化
す
る
た

め
、自
主
防
災
組
織
の
再
編
と
と
も
に
、代

さ
と
か
わ
ち
は
、
河
内
町
に
対
し
、
か
わ
ち

直
販
セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
明
け
渡
す
こ
と
。

２
、
株
式
会
社
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
は
、
河
内

町
に
対
し
、
平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら
、
か

わ
ち
直
販
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
明
け
渡
し

済
み
ま
で
、
１
カ
月
22
万
８
，
５
９
１
円
の

割
合
に
よ
る
使
用
料
相
当
損
害
金
を
支
払

う
こ
と
。
３
、
訴
訟
費
用
は
、
株
式
会
社
ふ

る
さ
と
か
わ
ち
の
負
担
と
す
る
こ
と
。
判

決
の
内
容
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に

全
戸
配
布
に
よ
り
町
民
の
皆
様
、か
わ
ち
直

販
セ
ン
タ
ー
へ
の
利
用
出
荷
登
録
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
お
知
ら
せ
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
施
設
改
修
の
着
手
が

で
き
な
い
こ
と
に
加
え
、
地
方
創
生
交
付

金
の
交
付
対
象
事
業
と
し
て
の
活
用
が
で

き
な
い
と
い
う
不
利
益
な
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
町
民
の
皆
様
や
利
用
出
荷
登
録
希

望
者
の
方
々
へ
の
迷
惑
を
避
け
る
た
め
に

も
、
こ
の
判
決
に
従
い
速
や
か
に
同
施
設

を
明
け
渡
す
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
た

が
、
既
に
株
式
会
社
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
は
、

こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
高
等
裁
判
所
へ

控
訴
状
の
提
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
、町
で
は
、こ
れ
ま
で
の
主
張
が
同

じ
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
裁
判
所
に
対
し

て
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。
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議
員
活
動

　
石
川
県
能
登
半
島
の
最
先
端
に
位
置
す

る
珠
洲
市
は
、古
く
か
ら
続
く「
揚
げ
浜
式

製
塩
」や
農
耕
儀
礼
、祭
り
な
ど
の
伝
統
文

化
や
行
事
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
、「
能

登
の
里
山
里
海
」
が
我
が
国
初
の
世
界
農

業
遺
産
に
、「
キ
リ
コ
祭
り
」が
日
本
遺
産

に
認
定
が
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み

も
進
め
て
お
り
ま
す
。
過
疎
地
域
の
革
新

に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
金
沢
大
学
と

の
連
携
に
よ
り
、
能
登
半
島
最
先
端
の
過

疎
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
真
の
大
学
連

　
平
成
30
年
１
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の

３
日
間
の
日
程
で
河
内
町
議
会
は
、
石
川

県
珠
洲
市
並
び
に
輪
島
市
の
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
野
澤
議
長
を
は
じ
め
議
員

11
名
と
事
務
局
の
総
勢
12
名
で
、
過
疎
化

対
策
等
特
色
あ
る
取
り
組
み
事
例
を
視
察

研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。

河
内
町
議
会
議
員

行
政
視
察
研
修
報
告

議
員　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
し
て
の
交

付
金
は
取
り
下
げ
る
し
か
な
い
と
思

う
が
、
今
後
、
再
申
請
は
で
き
る
の
か
。

財
源
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

企
画
財
政
課
長　
当
該
交
付
金
は
申
請
期

間
が
３
カ
年
の
事
業
で
あ
り
、
取
り
下
げ

た
事
業
費
を
再
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
か

協
議
し
た
が
、
係
争
審
議
が
解
決
し
て
い

な
い
時
点
で
の
申
請
は
難
し
く
、
全
て
の

審
議
の
解
消
を
待
っ
て
か
ら
交
付
金
の
申

請
、国
か
ら
承
認
を
得
た
と
し
て
も
、来
年

度
中
に
全
て
の
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
は

か
な
り
難
し
い
と
考
え
ら
れ
、
係
争
審
議

後
に
速
や
か
に
直
売
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
着
手
す
る
た
め
に
改
修
に
か
か
る

事
業
費
は
、町
の
一
般
財
源
、単
独
で
の
予

算
措
置
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

裁
判
が
解
決
す
る
ま
で
の
間
、

再
出
荷
希
望
者
に
対
し
て
何
か
検
討
で

き
な
い
も
の
か
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
ま
で
の
準
備
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

経
済
課
長　

利
用
出
荷
登
録
希
望
者
の

方
々
に
は
、
長
期
間
待
た
せ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
現
在
の

農
産
物
等
の
出
荷
状
況
な
ど
を
尋
ね
、
近

隣
の
直
売
所
な
ど
へ
の
出
荷
先
の
あ
っ
せ

ん
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
さ
れ
た
方

へ
の
返
礼
品
の
出
品
に
つ
い
て
案
内
す
る

こ
と
も
あ
わ
せ
、今
後
は
、利
用
出
荷
の
意

向
確
認
を
個
別
に
調
査
、
意
見
を
伺
い
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
ま
で
、
出
荷

者
の
方
々
の
運
営
体
制
を
整
備
す
る
た
め

の
出
荷
者
協
議
会
の
設
立
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
施
設
の
整
備
計
画
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
、
今
後
の
控
訴
審
で
の
推
移
を
勘
案
し

な
が
ら
適
時
行
っ
て
い
く
。
施
設
管
理
等

に
か
か
わ
る
臨
時
職
員
の
採
用
も
あ
わ
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

町
長　
今
、
裁
判
と
い
う
法
的
な
中
で
対

応
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
２
月
５
日

に
判
決
が
あ
っ
た
が
控
訴
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
成
り
行
き
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く

が
、
司
法
の
判
断
を
受

け
と
め
て
従
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
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携
が
過
疎
地
域
を
変
え
る
～
に
て
、
プ
ラ

チ
ナ
大
賞
と
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
教
育

の
あ
り
方
と
し
て
、
早
く
か
ら
小
中
一
貫

教
育
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
小
中
９
年

間
の
一
貫
し
た
教
育
を
支
え
る
地
域
ぐ
る

み
の
支
援
体
制
を
構
築
し
、「
き
ら
り
英

語
科
」
の
実
践
に
よ
る
英
語
教
育
の
早
期

導
入
や
地
域
力
を
活
か
す
「
ふ
る
さ
と
珠

洲
科
」
の
実
践
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当

町
に
お
い
て
も
、
い
よ
い
よ
小
学
校
も
統

合
し
た
小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
、４
月
の
開
校
に
あ
た
り
、共
通
す
る
も

の
、
懸
念
事
項
も
含
め
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
能
登
半
島
北
部
に
位
置
し
「
輪

島
塗
」、「
輪
島
朝
市
」、「
白
米
千

枚
田
」
な
ど
の
伝
統
工
芸
、
地
域

文
化
、
豊
か
な
自
然
を
有
す
る
輪

島
市
で
は
、
珠
洲
市
と
同
様
に
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
能

登
の
里
山
里
海
」
の
更
な
る
価
値

向
上
に
向
け
た
利
活
用
等
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
様
々
な
施
策

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
10
年
前
能
登
半

島
地
震
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
震
災
で
の
教
訓
を
踏
ま

え
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
、
連
帯

感
に
基
づ
き
「
災
害
に
強
い
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
防

災
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
防
災
士
を
中
心

と
し
た
自
主
防
災
組
織
が
、
現
在
は
地
区

充
足
率
約
69
・
86
％
の
１
４
５
組
織
も
結

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
防
災
士
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
市
単
独
で
受
講
費
用
の
補
助

や
育
成
研
修
に
よ
り
資
格
取
得
を
進
め
、

現
在
５
９
１
名（
内
女
性
１
３
８
名
）が
各

地
区
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
等
、
地
域
防
災

力
の
強
化
と
住
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、

防
災
体
制
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
全
員
が
十
分
な
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
け
る
研
修

は
、
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

視
察
研
修
を
踏
ま
え
、
当
町
の
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
振
興
に
向
け
て
議

会
一
同
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

２
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県
南
の
町
村
議
会
議
員
が
一
堂
に
会

し
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
が
創
る
！

　
　
　
　
　
地
域
の
理
想
の
未
来
像

　
～
東
京
２
０
２
０
と

　
　
　
地
域
の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え
る
～
」

【
講
師
】

　
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
キ
ャ
ス
タ
ー

　
　
青
島　
健
太  

氏 

町
村
議
会
議
員
自
治
研
究
会



発行／河内町議会　　　　　　　〒300-1392　茨城県稲敷郡河内町源清田1183番地
編集／河内町議会広報委員会　　TEL 0297-84-2111　FAX 0297-84-4357

《広報委員》　委 員 長　雜賀　茂　　副委員長　服部　隆
　　　　　　委　　員　小更雅之　　委　　員　篠原佳治

傍 聴 して

みませんか

議会を

 議会はどなたでも傍聴することができます。
定例会は原則、３月・６月・９月・１２月に開催されます。

詳しくは、議会事務局までお問合せ下さい。
☎ 0297-84-2111　内線 201

この議会だよりは、会議で行われた内容を要約してお知らせしております。詳しくは、町のホームページ

にある河内町議会より会議録をご覧ください。また、議会に関するその他の情報もご覧いただけます。 

URL　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/gikai/index.html 

なお、議会会議録は、公共施設（役場、福祉センター、農村環境改善センター、つつみ会館）にもあり

ますのでご覧ください。 

◆ 議長及び議員の主な動向 ◆ 平成 30 年２月から平成 30 年４月

✿❀✿　２月　✿❀✿
１日 教育研究会教育論文表彰式

８日 稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会
広報委員会

９日 稲敷地方航空騒音公害対策協議会
11 日 ライスジュレレシピコンテスト
14 日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会
19 日 龍ケ崎地方塵芥処理組合議会定例会

20 日
議員全員懇談会
予算内示会
議会運営委員会

21 日 町村議会議員自治研究会

22 日 学校法人タイケン学園創立 20 周年記念式典
稲敷地方広域市町村圏事務組合議会定例会

23 日 龍ケ崎地方衛生組合議会定例会
26 日 介護保険運営協議会
27 日 社会福祉協議会理事会
28 日 第２回自立支援協議会

✿❀✿　３月　✿❀✿
３日 町消防団小隊長会議
８日 第１回定例会開会／予算審査特別委員会
９日 予算審査特別委員会

13 日 かわち学園中学校卒業式
16 日 第１回定例会閉会
18 日 ドロコン 2018 in KAWACHI
20 日 小学校卒業式
23 日 小学校閉校式
24 日 認定こども園卒園式
27 日 シルバー人材センター理事会
29 日 取手・竜ヶ崎記者クラブ送別会

✿❀✿　４月　✿❀✿
４日 茨城県日中友好協会春の交流会
５日 認定こども園入園式
６日 街頭キャンペーン

９日 街頭キャンペーン
かわち学園入学式

12 日 広報委員会
19 日 小中学校再利活用審議委員会


